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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
、

　

本
日
は
、
一
般
社
団
法
人 

日
本
陸
送
協
会 

通

常
総
会
に
、
多
数
、
ご
出
席
を
賜
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
開
会
に
先
立
ち
ま
し
て
、

本
部
を
代
表
し
て
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
本
日
は
、
昨
年
同
様
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を

通
じ
て
、
全
国
に
ラ
イ
ブ
配
信
を
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界

的
な
感
染
拡
大
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま
っ
て
、

3
年
の
歳
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
ウ
ィ

ル
ス
は
、
変
異
を
重
ね
な
が
ら
感
染
力
を
増
し
、

我
国
で
は
、「
感
染
の
大
き
な
波
」
を
、現
在
ま
で
、

８
回
、
繰
り
返
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
日
、
日
本
政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
症
法
上
の
分
類
を
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
同
様
の
第
5
類
に
変
更
す
る
発
表
を
致
し

ま
し
た
。
又
、
マ
ス
ク
の
着
用
も
個
人
の
判
断

に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
コ
ロ
ナ
と

の
闘
い
の
「
ペ
ー
ジ
」
も
、
い
よ
い
よ
、
最
終

章
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
、
未
だ
収
束
を
迎
え
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
年
は
、

「
平
時
に
向
け
て
の
」
社
会
経
済
活
動
に
、
大
き

く
舵
を
切
る
年
と
な
り
ま
す
。
本
日
は
、
こ
の

3
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

の
変
化
と
陸
送
業
界
の
抱
え
る
課
題
を
、
考
察

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
変
化
で
あ
り
ま
す
が
、

２
０
２
０
年
か
ら
22
年
ま
で
の
3
年
間
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、「
感

染
拡
大
の
波
」に
つ
い
て
21
年
8
月
の
第
5
波
が
、

デ
ル
タ
株
の
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
1
日
あ
た
り
の
感

染
者
数
が
、
約
２
５
０
０
０
人
で
あ
り
ま
し
た
。

22
年
8
月
の
第
7
波
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
ピ
ー

ク
で
あ
り
、
1
日
あ
た
り
の
感
染
者
数
が
、
第
5

波
の
10
倍
、
約
25
万
人
と
な
り
ま
し
た
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
本
格
化
し
た
の
が
、
21
年
の
10
月
ご
ろ

で
す
の
で
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
伝
播
性
が
、
い
か

に
強
か
っ
た
の
か
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

次
に
、
経
済
の
回
復
の
度
合
い
を
、
新
車
の
販

売
台
数
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
本

来
は
、
コ
ロ
ナ
直
前
の
２
０
１
９
年
と
の
比
較
に

な
り
ま
す
が
、
ご
承
知
の
よ
う
に
、
２
０
１
９
年

10
月
に
消
費
税
の
増
税
が
あ
っ
た
関
係
で
、
7

−

9
月
期
に
は
駆
け
込
み
の
需
要
が
あ
り
、
10
月
以

降
に
、
そ
の
反
動
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
故
、
通

常
の
年
のSeasonality 

と
は
異
な
り
ま
し
た
の

北村会長

令
和
5
年
2
月
16
日（
木
）に 

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル 

メ
イ
ン
タ
ワ
ー
に
於
い
て
全
国
か
ら

93
会
員
の
皆
様
に
出
席
い
た
だ
き
、
令
和
4
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
総
会
も
昨
年
と
同
じ
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ラ
イ
ブ
中
継
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
通
常
総
会
開
催
さ
れ
る
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で
、
２
０
１
８
年
と
比
較
す
る
こ
と
よ
り
、
回
復

の
度
合
い
を
検
証
致
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

2
桁
の
減
少
が
継
続
し
て
お
り
、
回
復
と
は
言
い

難
い
状
況
で
あ
る
言
え
ま
す
。

　

次
に
、
為
替
レ
ー
ト
の
推
移
を
見
て
み
ま
す
。

日
米
の
長
期
金
利
の
差
か
ら
、
特
に
昨
年
は
、
急

激
な
円
安
に
向
か
い
、
10
月
に
は
1
ド
ル
１
５
０

円
を
突
破
す
る
ま
で
、
円
安
が
進
み
ま
し
た
。
日

銀
に
よ
る
大
規
模
な
介
入
や
、
長
期
金
利
の
上
限

の
引
き
上
げ
等
に
よ
り
、
年
末
に
向
け
て
、
円
高

傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
3
年
間

で
は
、
年
平
均
23
％
の
円
安
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
原
油
価
格
に
つ
い
て
で
す
が
、
昨
年

の
5
月
に
、
バ
レ
ル
あ
た
り
、
１
１
５
ド
ル
73
セ

ン
ト
ま
で
高
騰
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
3
年
間
で
、
年

平
均
、
2
倍
以
上
の
原
油
高
と
な
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
環
境
下
で
、
昨
年
の
国
内
の
自
動
車
総
市

場
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
新
車
市
場
で
あ
り
ま
す
が
、
潜
在
的
な

半
導
体
の
不
足
や
、
長
引
く
中
国
の
ゼ
ロ
・
コ
ロ

ナ
政
策
に
よ
る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
加
え
て
、
感
染

拡
大
や
濃
厚
接
触
者
の
急
増
に
よ
る
操
業
停
止
、

更
に
は
、
泥
沼
化
し
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
、 

そ
れ
に
伴
う
原
油
や
原
材
料
の
高
騰
に
、
歴

史
的
な
円
安
が
拍
車
を
か
け
、
国
内
の
新
車
生
産

は
、
断
続
的
な
減
産
が
繰
り
返
さ
れ
る
一
年
と
な

り
、
年
間
販
売
４
２
０
万
台
と
い
う
約
半
世
紀
ぶ

り
の
低
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
中
古
車
市
場
は
、
慢
性
的
な
玉
不
足
に

加
え
、
国
内
の
小
売
り
向
け
と
、
輸
出
向
け
で
、

業
者
間
の
仕
入
れ
競
争
に
よ
る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
相

場
の
高
騰
に
、
振
り
回
さ
れ
た
一
年
と
な
り
ま
し

た
。
長
引
く
新
車
販
売
の
回
復
の
遅
れ
は
、
下
取

り
車
の
減
少
を
招
き
、
中
古
車
の
発
生
量
を
激
減

さ
せ
る
結
果
と
な
り
、
年
式
や
走
行
距
離
を
問

わ
ず
、
中
古
車
の
流
通
価
格
は
、
こ
の
3
年
間
で

30
％
以
上
高
騰
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
一

年
間
の
中
古
車
販
売
台
数
は
、
約
６
３
０
万
台
と

統
計
史
上
最
低
の
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
車
や
中
古
車
の
流
通
量
が
急

激
に
減
少
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
原
油
高
や
円
安

に
よ
る
燃
料
価
格
の
高
騰
に
見
舞
わ
れ
、昨
年
は
、

陸
送
業
界
に
と
っ
て
、
大
変
厳
し
い
事
業
環
境
と

な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用

か
ら
自
分
の
ク
ル
マ
で
移
動
す
る
と
い
う
ク
ル

マ
本
来
の
必
要
性
が
、
改
め
て
見
直
さ
れ
、
需

要
自
体
は
、
堅
調
に
推
移
し
、
依
然
、
各
販
売

会
社
は
、
大
量
な
受
注
残
・
バ
ッ
ク
オ
ー
ダ
ー

を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
新
車
販
売
５
０
０
万
台
、

中
古
車
流
通
７
０
０
万
台
へ
の
回
帰
に
向
け
、

自
動
車
産
業
は
動
き
始
め
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
我
々
、
陸
送
業
者
が
、
運
べ
な
け

れ
ば
、
自
動
車
産
業
の
回
復
に
は
繋
が
ら
な
い

わ
け
で
あ
り
、
納
車
を
待
ち
望
ん
で
い
る
多
く

の
お
客
様
に
対
し
て
、
確
実
に
、
お
ク
ル
マ
を

お
届
け
す
る
た
め
に
、
今
ま
で
以
上
に
、
安
全

に
配
慮
を
し
て
、
一
つ
一
つ
の
輸
送
を
完
遂
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
年
は
、
流

通
量
の
回
復
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
い

よ
い
よ
、
２
０
２
４
年
問
題
が
迫
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。

　

昨
年
末
に
、
厚
生
労
働
省
は
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
労
働
時
間
の
基
準
と
な
る
「
改
善
基
準

告
示
の
改
正
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
改
善
基
準
で
は
、
年
間
の
拘
束
時
間

の
上
限
を
３
５
１
６
時
間
と
定
め
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
が
、
原
則
３
３
０
０
時
間
、
最
大

３
４
０
０
時
間
に
す
る
と
い
う
大
き
な
改
正
で

あ
り
ま
す
。

　

労
働
基
準
法
の
上
限
値
で
あ
る
週
40
時
間
労
働

に
、
1
日
1
時
間
の
休
憩
時
間
、
そ
し
て
、
働
き

方
改
革
関
連
法
で
定
め
た
時
間
外
労
働
時
間
の
上

限
で
あ
る
年
間
９
６
０
時
間
を
加
え
た
も
の
が
、

３
３
０
０
時
間
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
休
日
労

働
時
間
の
１
０
０
時
間
を
加
え
、
最
大
３
４
０
０

時
間
と
い
う
カ
ラ
ク
リ
に
な
り
ま
す
。

　

所
定
内
の
年
間
労
働
日
数
や
一
日
の
労
働
時

間
、
休
日
の
設
定
、
有
給
休
暇
の
取
得
状
況
な
ど
、

各
社
、
様
々
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な
勤

務
体
制
が
良
い
の
か
？
ど
の
よ
う
な
基
準
カ
レ
ン

ダ
ー
を
作
っ
た
ら
良
い
の
か
個
別
に
、
お
付
き
合

い
の
あ
る
社
労
士
の
先
生
方
に
、
ご
相
談
さ
れ
る

事
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
3
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
脱
炭
素

を
目
指
す
グ
リ
ー
ン
化
や
、
電
子
化
や
シ
ス
テ
ム

化
を
推
進
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
ス
ピ
ー
ド
が
早

ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
Ｅ
Ｖ
元
年
と
し
て
、
多
く
の
Ｅ
Ｖ
が

国
内
市
場
に
投
入
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
を
含
め
た
電
動
車
比
率
は
、
25
・
9
％
と
、

前
年
よ
り
2
・
8
ポ
イ
ン
ト
上
昇
致
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
Ｅ
Ｖ
車
は
約
５
９
０
０
０
台
と
前
年

の
2
・
7
倍
と
な
り
ま
し
た
。
欧
州
の
主
要
18
ヶ

国
の
昨
年
の
Ｅ
Ｖ
車
の
販
売
は
、
１
５
０
万
台
を

超
え
て
お
り
、
Ｅ
Ｖ
比
率
は
15
％
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
中
国
に
至
っ
て
は
、
Ｅ
Ｖ
比
率
が
20
％

に
達
し
、
約
５
４
０
万
台
が
販
売
さ
れ
、
日
本
の

１
０
０
倍
も
の
水
準
で
あ
り
ま
す
。
Ｅ
Ｖ
に
は
、

充
電
に
時
間
が
か
か
る
。
充
電
ス
タ
ン
ド
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
。
或
い
は
、
航

続
距
離
が
短
い
、
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
、
世
界
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
我
国
特

有
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
、
何
故
、
我
国
で
は
、
Ｅ
Ｖ
比
率
が

2
％
に
も
満
た
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

中
国
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
を
含
め
た
内
燃
式
エ

ン
ジ
ン
の
技
術
は
、
米
国
、
ド
イ
ツ
、
日
本
に
は

追
い
付
け
な
い
。
環
境
問
題
を
最
も
重
要
な
国
策

と
し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
、
自
動
車
の
完

全
Ｅ
Ｖ
化
が
不
可
欠
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
Ｅ
Ｖ
に
対
す
る
思
惑
や
狙
い
の
違
い
、
更

に
は
、「
変
化
に
対
す
る
慎
重
な
日
本
人
の
国
民

性
」
も
Ｅ
Ｖ
化
の
ス
ピ
ー
ド
の
違
い
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
本
年
は
、
中
国
製
の
Ｅ
Ｖ
が
続
々
と

販
売
を
開
始
し
ま
す
。
重
量
の
問
題
を
含
め
て
、

安
全
で
安
心
の
Ｅ
Ｖ
車
の
輸
送
の
構
築
の
た
め

に
、
様
々
な
課
題
を
協
会
内
で
共
有
化
し
、
行
政

や
自
動
車
諸
団
体
に
、
働
き
が
け
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

又
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

先
月
よ
り
、車
検
証
の
電
子
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
の
で
、
現
時
点
で
は
、
そ

の
効
果
や
問
題
点
の
検
証
は
時
期
尚
早
と
思
い
ま

す
。
今
後
、
会
員
各
社
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
、

検
証
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
次

に
、
高
速
道
路
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
化
に
つ
い
て
触

れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
全
国
に
先

駆
け
て
、
首
都
高
速
道
路
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
専
用
化
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
首
都
高
速
は
、
年
間
、
約

１
１
０
０
万
台
が
、利
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
の
内
の
７
％
、約
77
万
台
万
台
が
、Ｅ
Ｔ
Ｃ
レ
ー

ン
を
利
用
せ
ず
、
一
般
レ
ー
ン
で
、
高
速
道
路
の

料
金
を
支
払
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
77
万
台
の
内
、

約
半
数
が
、
我
々
、
陸
送
事
業
者
に
よ
る
運
航
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
取
り
付
け
る
こ
と
の
で

き
な
い
ク
ル
マ
の
自
走
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
出
荷

さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
に
、
仮
ナ
ン
バ
ー
を
装
着
し

て
、
架
装
工
場
へ
自
走
す
る
ケ
ー
ス
、
又
、
リ
ー
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ス
ア
ッ
プ
車
や
マ
イ
カ
ー
の
自
走
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ

は
装
着
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
お
客
様
に
紐
づ

け
さ
れ
た
Ｅ
Ｔ
Ｃ
で
あ
り
、
我
々
は
、
使
用
で

き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
故
、
サ
ポ
ー
ト
レ
ー
ン
か
ら
の
進
入
と

な
り
ま
す
が
、
料
金
所
に
設
置
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
を
使
っ
て
、
確
認
作
業
を
行
い
、
高
速
道
路

へ
の
進
入
が
許
可
さ
れ
、
帰
社
し
た
後
に
、
煩

雑
な
精
算
業
務
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
に
切
り
替
わ
っ
た
ゲ
ー
ト
か
ら
の

進
入
を
、
避
け
る
事
業
者
が
大
半
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
陸
送
協
会
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
東

京
都
は
、
国
交
省
や
首
都
高
速
の
4
者
に
よ
る

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
清
算
業
務
の
清
流
化
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

行
政
や
各
団
体
の
グ
リ
ー
ン
化
や
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
が
、
乗
務
員
に
負
荷
を
掛
け
る
こ
と
に

な
り
、
安
全
と
安
心
の
活
動
や
、
２
０
２
４
年

問
題
へ
の
対
応
に
、
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ

て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
以
外
に

も
、
昨
年
か
ら
の
懸
案
事
項
で
あ
る
ト
レ
ー
ラ
ー

火
災
へ
の
対
応
、
或
い
は
、
中
古
車
の
海
上
輸

送
に
伴
う
放
射
線
の
線
量
検
査
、
等
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
本
年
も
粘
り
強
く
、
行
政
や

各
団
体
と
折
衝
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

自
動
車
業
界
の
半
導
体
不
足
が
収
束
す
る
時

期
は
依
然
、
不
確
実
・
不
透
明
で
あ
り
ま
す
が
、

「
コ
ロ
ナ
と
の
共
生
の
年
」
を
迎
え
、「
高
ま
る

コ
ス
ト
圧
力
」
と
「
滞
る
消
費
マ
イ
ン
ド
」
に

伴
う
景
気
後
退
懸
念
を
、
自
動
車
業
界
が
払
拭

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
は
、
公
道
を
職
場
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
土
交
通
省
や
厚
生
労
働
省
の
指
導
の
下
、

物
流
業
界
と
し
て
、
安
全
の
確
立
と
輸
送
秩
序

の
確
率
が
、
最
重
点
活
動
と
な
り
ま
す
。
同
時

に
、
生
産
と
販
売
を
繋
げ
る
責
任
を
持
っ
て
お

り
、
自
動
車
産
業
の
一
員
で
も
あ
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
閉
塞
感
の
あ
る
日
本

経
済
を
け
ん
引
す
る
の
は
自
動
車
産
業
で
あ
り
、

安
全
に
お
運
び
す
る
事
を
使
命
と
し
な
が
ら
、

２
０
２
４
年
問
題
へ
の
準
備
も
進
め
て
い
く
年

と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
年
1
年
が
、
実
り
多
き
、

素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

清
聴
、
誠
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3
 

議
　
長
　
選
　
出　

 

北
村
会
長

　

北
村
会
長
に
議
長
の
選
出
が
一
任
さ
れ
、
定
款

第
15
条
の
規
定
に
よ
り
石
田
副
会
長
が
議
長
に
選

出
さ
れ
た
。

4
開
会
宣
言
及
び
議
事
録
署
名
人
の
指
名

（
１ 

）
議
長
か
ら
定
款
第
18
条
１
項
の
規
定
で
定

め
る
総
会
の
定
足
数
に
つ
い
て
、
会
員
総
数

７
０
４
会
員
（
う
ち
正
会
員
５
０
７
会
員
）、

本
日
の
出
席
者
93
会
員
（
う
ち
正
会
員
78
会

員
）、
委
任
状
提
出
者
３
１
２
会
員
で
、
正

会
員
出
席
者
数
、
委
任
状
提
出
者
数
の
合
計

が
３
９
０
会
員
と
な
り
、
正
会
員
総
数
の
過

半
数
を
超
え
、
総
会
が
成
立
す
る
旨
報
告
が

あ
っ
た
。

（
２ 

）
定
款
第
19
条
2
項
の
定
め
に
よ
り
議
事
録

署
名
人
に
磯
部
芳
治
理
事
及
び
柴
﨑
康
男
理

事
が
指
名
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

5

 

議
　
案
　
審
　
議

第
１
号
議
案

（
１
）
令
和
4
年
度
事
業
報
告

　

 　

資
料
に
基
づ
き
佐
藤
専
務
理
事
よ
り
左
記

の
事
業
活
動
並
び
に
組
織
運
営
の
報
告
が
な

さ
れ
た
。

Ⅰ　

事
業
活
動

１ 

．「
令
和
4
年
度
日
本
陸
送
協
会
短
・
中
期
活

動
計
画
」
に
基
づ
く
活
動
推
進

　

① 
「
教
育
・
認
定
制
度
」
の
推
進

　

② 
陸
送
事
業
者
の
実
態
把
握
と
関
係
先
へ
の
理

解
活
動

　
　

１ 

）
陸
送
事
業
概
況
調
査

　
　

２ 

）
積
載
車
路
上
積
み
降
ろ
し
作
業
問
題
の

解
決

　
　

３ 

）
高
速
道
路
入
口
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
化
に
対

す
る
取
り
組
み

　

③ 

支
部
活
動
の
支
援
・
充
実

　

④ 

交
通
事
故
抑
止
、
環
境
保
全
に
関
す
る
機
器

等
の
導
入

　

⑤ 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
確
立

２
．
渉
外
・
広
報
活
動
の
推
進

３
．
安
全
の
確
立

４ 

．
輸
送
機
器
、
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
改
良
等
の
推
進

５ 

．
会
員
数
及
び
陸
送
事
業
の
統
計
（
実
態
調
査

に
よ
る
）

Ⅱ　

組
織
運
営

１
．
本
部
総
会
及
び
支
部
総
会
の
実
施
報
告

２
．
理
事
会
の
実
施
報
告

３
．
正
副
会
長
会
議
及
び
委
員
会
等
の
実
施
報
告

（
２
）
令
和
4
年
度
決
算
報
告　

　

 　

続
い
て
、
佐
藤
専
務
理
事
よ
り
令
和
４
年
度

決
算
に
つ
い
て
、
収
支
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、

正
味
財
産
増
減
計
算
書
等
の
報
告
並
び
に
令
和

4
年
度
決
算
書
（
１
月
1
日
～
12
月
31
日
）
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

（
３
）
令
和
4
度
会
計
監
査
報
告

　

 　

細
谷
監
事
よ
り
会
計
監
査
を
令
和
5
年
１
月

24
日(

火)

実
施
し
た
結
果
、
本
協
会
の
業
務

及
び
財
産
の
状
況
並
び
に
事
業
報
告
及
び
決
算

に
つ
い
て
、
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
旨
報
告

が
あ
っ
た
。

　

議
長
は
、
第
1
号
議
案
の
議
決
に
つ
い
て
諮
っ

た
と
こ
ろ
、
令
和
4
年
度
事
業
報
告
、
令
和
4
年

石田副会長

柴﨑理事（左）、磯部理事（右）

細谷監事
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令
和
５
年
１
月
正
副
会
長
会
議

日
　
時　

令
和
5
年
1
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　

14
時
20
分
～
15
時
10
分

場
　
所　

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館

　
　
　
　

６
階
会
議
室

議
　
事
（
審
議
事
項
）

（
1
）
令
和
4
年
度
通
常
総
会
に
つ
い
て

　

①
令
和
4
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

　

②
令
和
5
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

　

③ 

令
和
4
年
度
通
常
総
会
の
議
事
進
行
等
に

つ
い
て

（
2 

）
令
和
5
年
度
日
本
陸
送
協
会 

短
・
中
期
活

動
計
画
に
つ
い
て

　

・ 

日
本
陸
送
協
会 

部
会
・
委
員
会
の
ワ
ー
キ

ン
グ
か
ら
の
報
告 

等

（
3 

）
日
本
陸

送
協
会
の

会
員
の
入

退
会
に
つ

い
て

（
4 

）
令
和
5

年
度
行
事

予
定
に
つ

い
て

（
5 
）
そ
の
他

　

 　

各
事
項
に

つ
い
て
審
議

さ
れ
承
認
さ

れ
た

令
和
５
年
１
月
定
例
理
事
会

日
　
時　

令
和
5
年
1
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　

15
時
20
分
～
16
時
50
分

場
　
所　

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館

　
　
　
　

6
階　

中
会
議
室

議
　
事

（
1
）
令
和
4
年
度
通
常
総
会
に
つ
い
て

　

①
令
和
4
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

　

②
令
和
5
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算（
案
）

　

③ 

令
和
4
年
度
通
常
総
会
の
議
事
進
行
等
に

つ
い
て

（
2 

）
令
和
5
年
度
日
本
陸
送
協
会 

短
・
中
期
活

動
計
画
に
つ
い
て

　

・ 

日
本
陸
送
協
会 

部
会
・
委
員
会
の
ワ
ー
キ

ン
グ
か
ら
の
報
告 

等

（
3 

）
日
本
陸

送
協
会
の

会
員
の
入

退
会
に
つ

い
て

（
4 

）
令
和
5

年
度
行
事

予
定
に
つ

い
て

（
5 

）
支
部
報

告
に
つい
て

　

 　

各
事
項
に

つ
い
て
審
議

さ
れ
承
認
さ

れ
た

本

部
だ
よ
り

正副会長会議

定例理事会

度
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
は
原
案
通
り
満
場

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
旨
報
告
。

第
２
号
議
案

（
１
）
役
員
の
改
選

　

 　

議
長
は
、
任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
改
選
が

行
わ
れ
る
旨
報
告
さ
れ
た
。

　
　

退
任
理
事
４
名
、
監
事
1
名
を
紹
介

　
　

・
綱
島　

秀
之　

理
事

　
　

・
上
原　

敏
裕　

理
事

　
　

・
勝
谷　

友
彦　

理
事

　
　

・
吉
見　

勝
彦　

理
事

　
　

・
藤
原　

利
雄　

監
事

　
　

 

新
任
理
事
候
補
者
４
名
、
監
事
候
補
者
1
名

を
紹
介

　
　

・
加
藤　

拓
弥　

理
事

　
　

・
井
桁　

一
也　

理
事

　
　

・
清
水　
　

宏　

理
事

　
　

・
籠
谷　

清
志　

理
事

　
　

・
山
﨑　
　

寛　

監
事

（
２ 

）
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
監
事
の
改
選

 　

 　

議
長
は
、
任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
改
選
が

行
わ
れ
る
旨
報
告
。

　

 　

理
事
・
監
事
候
補
者
24
名
の
承
認
に
つ
い
て

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

（
３
）
会
長
、
副
会
長
、
専
務
理
事
の
選
任

　

 　

議
長
よ
り
、
会
長
、
副
会
長
及
び
専
務
理
事

の
選
任
は
理
事
の
互
選
と
な
る
た
め
、
協
議
時

間
の
の
ち
、
左
記
の
と
お
り
選
任
さ
れ
た
の
で

紹
介
さ
れ
た
。

　
　

会　

長　
　

北
村　

竹
朗

　
　

副
会
長　
　

水
野　
　

功

　
　
　

〃　
　
　

青
木　

信
幸

　
　
　

〃　
　
　

石
田　

聡
彦

　
　
　

〃　
　
　

大
河
原
正
喜

　
　
　

〃　
　
　

福
井　

弘
之

　
　

専
務
理
事　

佐
藤　

研
一

　 

第
３
号
議
案

（
１
）
令
和
5
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　
 　

資
料
に
基
づ
き
佐
藤
専
務
理
事
よ
り
説
明
が

あ
り
、
事
業
の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、
各
支
部

と
共
に
行
政
・
関
係
団
体
と
の
一
層
緊
密
な
連

携
を
図
り
、
引
き
続
き
業
界
が
抱
え
る
様
々
な

課
題
解
決
に
努
め
て
い
く
た
め
、「
安
全
の
確

立
」、「
輸
送
秩
序
の
確
立
」、「
経
営
環
境
の
改

善
」
な
ど
各
々
の
事
項
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
く
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

（
２
）
令
和
5
年
度
収
支
予
算
（
案
）

　

 　

資
料
に
基
づ
き
佐
藤
専
務
理
事
よ
り
説
明
が

あ
っ
た
。

　

 　

議
長
は
、
第
３
号
議
案
の
令
和
5
年
度
事

業
計
画
（
案
）、
令
和
5
年
度
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
の
議
決
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

満
場
異
議
な
く
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

 　

議
長
は
、
以
上
を
も
っ
て
本
総
会
提
出
議
案

の
す
べ
て
を
審
議
頂
き
原
案
通
り
可
決
し
た
こ

と
を
報
告
し
、
全
会
員
の
協
力
に
感
謝
し
て
降

壇
し
た
。

6

 

閉
会
の
こ
と
ば　

 

佐
藤
専
務
理
事

　

令
和
4
年
度
通
常
総
会
の
終
了
宣
言

佐藤専務理事
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四
国
支
部

令
和
４
年
度
四
国
支
部
通
常
総
会
・
優
良
従

事
者
表
彰
・
本
部
と
の
意
見
交
換
会
開
催

開
催
日　

令
和
5
年
2
月
10
日
（
金
）

会
　
場　

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山

　

四
国
支
部
総
会
が
本
部
よ
り
北
村
会
長
、

佐
藤
専
務
理
事
、
各
支
部
よ
り
井
上
近
畿
支
部

長
、
大
津
中
国
副
支
部
長
、
鶴
九
州
支
部
長
、
四

国
支
部
よ
り
柴
田
支
部
長
、
支
部
役
員
、
出
席
の

も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

柴
田
四
国
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
議
題
に
入

り
、
令
和
4
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
会
計

監
査
報
告
、
令
和
5
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算

案
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

優
良
従
事
者
表
彰
式

　

四
国
運
輸
局
自
動
車
技
術
安
全
部
長 

松
田
力

様
、
愛
媛
運
輸
支
局
長 

山
本
充
一
様
を
来
賓
に

お
迎
え
し
、優
良
従
事
者
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

本
部
表
彰
受
賞
者
4
名
へ
北
村
会
長
よ
り
、
支
部

表
彰
者
5
名
に
柴
田
支
部
長
よ
り
、
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

会
社
名

氏
名（
敬
称
略
）

愛
知
車
輌
興
業
㈱

中
野　

健
二

㈱
Ｍ
Ｅ
Ｄ

髙
島　

知
也

㈱
四
国
ロ
ジ
テ
ッ
ク

篠
原　

厚
司

有
限
会
社
大
豊
陸
送

柴
田　

周
吉

本
部
役
員
・
支
部
役
員
意
見
交
換
会

　

総
会
に
先
立
ち
、
本
部
役
員
と
支
部
役
員
と
の

意
見
交
換
会
が
、
本
部
よ
り
北
村
会
長
、
佐
藤
専

務
理
事
四
国
支
部
よ
り
柴
田
支
部
長
他
支
部
役
員

の
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

支

部
だ
よ
り

	

九
州
支
部

令
和
４
年
度
通
常
総
会
・
優
良
従
事
者
表

彰
式
、交
通
事
故
被
害
者
家
庭
救
済
募
金

贈
呈
式
・
本
部
役
員
と
の
意
見
交
換
会
開
催

開
催
日　

令
和
5
年
２
月
24
日
（
金
）

会
　
場　

ホ
テ
ル
日
航
福
岡

九
州
支
部
通
常
総
会

　

本
部
よ
り
北
村
会
長
、
大
河
原
副
会
長
、
佐
藤

専
務
理
事
及
び
各
支
部
よ
り
井
上
近
畿
支
部
長
、

柴
田
四
国
支
部
長
、
大
津
中
国
支
部
副
支
部
長
が

出
席
さ
れ
、
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鶴
支
部

長
の
挨
拶
に
続
き
議
題
に
入
り
、
令
和
４
年
度
事

業
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
令
和
５

年
度
の
新
役
員
発
表
と
挨
拶
、
及
び
令
和
５
年
度

事
業
計
画
の
ほ
か
、
収
支
予
算
案
が
提
案
さ
れ
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
北
村
会
長
よ
り
総

会
開
催
の
祝
辞
、
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

優
良
従
事
者
表
彰
式

　

今
年
度
は
、
本
部
表
彰
者
該
当
な
し
の
た
め
、

優
良
従
事
者
支
部
表
彰
の
み
行
わ
れ
、
優
良
従
事

者
支
部
表
彰
６
名
の
方
々
へ
鶴
支
部
長
よ
り
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
、
北
村
会
長
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。
引
続
き
、
九
州
運
輸
局
自
動
車
技
術
安
全

部
長　

牛
島
幹
之
様
よ
り
祝
辞
を
頂
き
、
受
賞
者

代
表
と
し
て
筑
豊
振
興
（
株
）
飯
田
康
延
様
が
謝

辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
被
害
者
家
庭
救
済
募
金
贈
呈
式

　

鶴
支
部
長
よ
り
自
動
車
事
故
対
策
機
構 

福
岡

主
管
支
所
長
亀
井
様
へ
募
金
の
目
録
贈
呈
の
の

ち
、（
公
財
）
交
通
遺
児
等
育
成
基
金
よ
り
感
謝

状
を
拝
受
し
、
記
念
写
真
撮
影
後
、
懇
親
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

本
部
役
員
・
支
部
役
員
意
見
交
換
会

　

総
会
に
先
駆
け
本
部
か
ら
北
村
会
長
、
佐
藤

専
務
理
事
、
支
部
か
ら
は
支
部
・
副
支
部
長
他

12
名
の
役
員
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
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情
報

入　会（１社）

　四国支部　　　令和５年２月　㈱ベスプロ　松山営業所

退　会（１社）

　北陸信越支部　令和５年２月　金沢産業㈱

会員の皆様へ会員の皆様へ

経
過
・
予
定

経
過
・
予
定

経過報告

 1 /17　正副会長会議兼総務部会

 1 /17　１月定例理事会

 2 /10　四国支部総会・優良従事者表彰式

 2 /16　日本陸送協会　令和4年度通常総会

 2 /24　九州支部総会・優良従事者表彰式

今後の予定

 3 / 9 　正副会長会議兼総務部会

 3 /13　北海道支部総会・優良従事者表彰式

 4 /14　正副会長会議兼総務部会

 4 /14　４月臨時理事会

 4 /14　産業労使会議

●  2023年　春の全国交通安全運動について
　本年の春の全国交通安全運動期間は、行政が定める
全国交通安全運動の時期が例年と異なり、４月から一
か月ずれ５月へ変更になったことにより日本陸送協会
は2023年５月１日から５月31日までの一か月間を交
通安全強化月間と定め、自動車陸送事業における交通
事故防止の徹底を図ることを目的に全国交通安全運動
を実施します。

●  日本陸送協会ホームページについて
　日本陸送協会のホームページを多くの皆様に閲覧し
て頂く為に、会員様のホームページからもリンク出来
ますように、バナーを貼って頂けますようお願い申し
あげます。

安
全
は

目
か
ら
耳
か
ら

　
　心
か
ら

2023春の
全国交通安全運動

◉運動実施期間◉
2023年5月1日（月）〜5月31日（水）

このポスターの標語は、
「名古屋日梱株式会社  竹内 友崇さん」の

交通安全運動標語入賞作品です。

日本陸送協会ホームページURL

http://rikusoukyoukai.org/

日本陸送協会のホームページは毎月一度改定しておりますので閲覧下さい。
会員専用ページ閲覧には下記のID・パスワードが必要です。

　ID：2016rikusou　　　　PW：kyoukai


